
TSU・NA・GU
未来へ ～つなぐ～

平成28年度千葉市の主要プロジェクト



2

千葉市のルーツ「千葉氏」
890 年前、
このまちが開かれた。

特集 千葉開府890年と都市アイデンティティ
今年は千葉開府890年です。千葉市の歴史や魅力について、ご紹介します。

千葉氏の歴史
千葉氏は、平安時代後期から鎌倉時代にかけて最も繁栄しました。

千
葉
氏
の
歴
史

平
安
時
代

鎌
倉
時
代

武士のおこり

1185年　鎌倉幕府成立
1189年　奥州藤原氏が滅ぶ
1192年　源頼朝、征夷大将軍

1221年　承久の乱

1274年　元寇（文永の役）
1281年　元寇（弘安の役）
1333年　鎌倉幕府が滅ぶ

★

★
★
★

★
★★

★

青森県十和田市

岩手県一関市（旧東山町）・
花巻市・陸前高田市

宮城県亘理町・涌谷町

福島県相馬市・南相馬市・
いわき市

岐阜県郡上市

佐賀県小城市

千葉県
（旧上総・下総国域）

東京都板橋区・足立区・台東区

千葉氏サミット
　ゆかりある都市が集結する「千葉氏サミット」を
「親子三代夏祭り」と同日に開催します。

名前 名字 所　領

長男 胤
タネマサ

正 千
チ バ

葉 千葉庄（千葉市）、千
チダノショウ

田庄（多古町）、小
オ ギ

城（佐賀県小城市）

次男 師
モロツネ

常 相
ソ ウ マ

馬 下総国相
ソ ウ マ

馬郡（柏市・我孫子市）、陸
ム ツ

奥国行
ナメカタ

方郡
グン
（福島県相

ソ ウ マ
馬地方）

三男 胤
タネモリ

盛 武
タ ケ シ

石 武
タケイシ

石郷（花見川区）、陸
ム ツ

奥国亘
ワ タ リ

理郡
グン
（宮城県亘

ワ タ リ
理町）

四男 胤
タネノブ

信 大
オ オ ス ガ

須賀 大
オ オ ス ガ

須賀保
ホ
（成田市）、陸

ム ツ
奥国岩

イ ワ キ
城郡

グン
（福島県いわき市）

五男 胤
タネミチ

通 国
コ ク ブ

分 国
コ ク ブ

分郷（市川市）、香取郡（香取市）

六男 胤
タネヨリ

頼 東
トウ

東
トウノショウ

庄（東庄町）、郡
グジョウ

上（岐阜県郡
グジョウ

上市）

千葉氏　千葉市の礎を築いた一族

千葉常重（つねしげ）
1118年に家督を継承しまし
た。当初は「大椎」を名乗っ
ていました。
1126年に大椎から猪鼻付近へ
本拠を移転（千葉開府）し、
初めて「千葉」を名乗ったと
されています。

千葉常胤像

千葉常胤（つねたね、常重の息子）
1135年に父・常重より家督を継承しました。
1180年、源頼朝が平氏打倒の兵をあげましたが相模国石橋山
の戦いで敗れ、房総へ逃れてきました。常胤はいち早く頼朝
に味方し、源平合戦や奥州合戦で活躍するなど鎌倉幕府成立
に貢献しました。

〈千葉氏ゆかりの主な都市〉

※諸説あります。

月星紋

千葉氏の家紋として知られる月星紋。これに
千葉の「千」を組み合わせたものが千葉市の
市章です。

全国に所領を広げた千葉氏

1126年　千葉開府

千葉常胤の活躍
鎌倉幕府成立に貢献
千葉六党の活躍
源平・奥州合戦に戦功

九州に遠征し、元との
戦いに奮戦

九州の小京都。
「祇園祭り」や
「ようかん」が有名。 「郡上踊り」が有名。

「相馬野馬追」
が有名。

　千葉常胤の６人の息子を「千葉六党（りくとう）」と言います。源平合戦や奥州合戦で功績をあげ、受け
継いだ全国各地の所領の地名を名乗りました。
　明治維新の功労者、江藤新平（旧佐賀藩士）や「武士道」の著者で、5,000円札にも描かれた新渡戸稲造 

（旧盛岡藩士）も千葉氏の子孫だとされています。
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2000年続いたムラ
　縄文時代を知るための資料や情報にあふれた
加曽利貝塚はまさに日本の宝です。加曽利貝塚
のムラ（集落）のはじまりは今から約5000年前。
自然や社会の変化を乗り越え、その後約2000
年にわたってムラが営まれ続けました。

保存したのは市民の力
　今から約50年前、加曽利貝塚は宅地開発で消え去る危機にあり
ました。その危機を救ったのは市民でした。街頭等での署名活動
により、1万人を超える署名が国会に届けられました。
　このような市民主導の遺跡保存運動が行われたのは、加曽利貝
塚が国内で初めてだと言われています。

目指せ特別史跡！ ～加曽利貝塚のすごいとこ♪～

悠久の時を超えて ～古代ロマン「オオガハス」～

↑��JR千葉駅前で加曽利貝塚を守るための署名
活動（昭和38年）

↑発掘された貝塚（昭和41年）

加曽利貝塚 日本最大級の貝塚で、縄文人の生活の証

オオガハス 世界最古の花、古代のロマンを現代に

かそりーぬ
（加曽利貝塚PR大使）

検見川の浜

京
葉
線

総
武
本
線

京葉道路

総武
本線

←至東京

花見川

千葉
ポート
パーク

千葉港

東京湾

幕張

都賀

四街道

稲毛海浜公園

富田都市農業
交流センター
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JR都賀

51

至市原

加曽利貝塚

至
動物公園

　昭和26年、検見川の遺跡から2000年
以上前のハスの実が発掘されました。こ
の古代のハスの実を発掘し、発芽・開
花を成功させた大賀一郎博士にちなんで

「オオガハス」と呼ばれています。
　オオガハスは、「検見川の大賀蓮」と
して県の天然記念物に指定されていま
す。また、「千葉市の花」に制定されて
おり、世界に誇る古代ロマンを秘めたハ
スとして、今では千葉市の象徴となって
います。

関連事業：加曽利貝塚特別史跡化の推進（P.12）

関連事業：緑と花のあふれるまちづくりの推進（P.4）

◆市内でオオガハスが見られる場所

↑開花した古代ハスを観察する大賀博士（左）

オオガハスは、千葉公園をはじめ、市内各所で見ることができます。今年度、県立幕張海
浜公園の見浜園にハス池を整備します。

千葉公園のオオガハスの
見ごろは6月中旬です！
今から楽しみ！

ちはなちゃん
（オオガハスの妖精）

開館50周年記念「縄文まつり」
開催日：10月29日(土)・30日(日)

　加曽利貝塚博物館は、1966年11月の開館から
50年を迎えます。
　市民とともに開館50年を祝うイベントを開催
します。
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都市型ビーチと港づくり
～昔も今も憩いの場～

関連事業：�千葉中央港地区まちづくりの推進（P.5）、海辺の活性化（P.5）�

海辺のグランドデザインの策定
★３つの人工海浜と２つの海浜公園の一体的な活用
★民間活力を活かした海辺のまちづくり　

やすらぎとにぎわいのある海辺の創出
（千葉中央港地区）

★港びらきイベントの開催
★千葉県や船橋市と連携した「東京湾ツーリズム旅客船運航実験」の実施

海辺 多様な海辺環境を活かした千葉市ならではの賑わいを創出

千葉中央港地区の旅客船さん橋・旅客船ターミナルの供用開始

❸

　稲毛から幕張にかけての総延長約4.3㎞に及ぶ人工
の砂浜や稲毛海浜公園、幕張海浜公園があり、海水
浴やマリンスポーツ、レッドブル・エアレース等の
大規模イベントなどに活用されています。
　今後、海辺のグランドデザインに基づき、海辺とま
ちが調和する千葉市ならではの「都市型ビーチ」の
可能性を追求し、都市の魅力を一層高めていきます。
　また、かつて工業地として利用されていた、JR 
京葉線の千葉みなと駅南側の千葉中央港地区では、
駅から至近に立地する海辺を活かして、市民が気軽
に訪れ、賑わいと憩いの感じられる港づくりを進め
ています。

❶

日本初・日本最長の人工海浜（総延長約4.3km）

❷

稲毛海浜公園のシーサイドレストラン・ベーカリーカフェ

東京湾
いなげの浜

千葉港

検見川の浜

メッセ大橋

幕張海浜公園

見浜園

海浜幕張
検見川浜

稲毛海岸 千葉みなと

至蘇我

千葉都市モノレール千葉都市モノレール
市役所前駅JR京葉線

←至東京

花
見
川

浜
田
川

東関東
自動車

道

15

15

14

稲毛海浜公園

湾岸千葉I.C

357

幕張の浜

美浜大橋

千葉ポートパーク

QVC
マリンフィールド

幕張海浜公園

❸

❷
❶

　特別史跡は、
仏像などでいう
国宝に当たるんだ。
皆さんも一緒に
　応援してね。

詳しくはこちら

詳しくはこちら



豊かな緑と水辺を活かした、
自然とともに生きるまちへ

まちづくりの方向性 １まちづくりの方向性 １まちづくりの方向性 １
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蘇我スポーツ公園の整備蘇我スポーツ公園の整備
市民の皆様がスポーツを「する」「観る」「支える・育てる」
ための公園として、また、災害時の防災拠点として活用でき
る運動公園を整備します。

取組み内容 関連情報・トピック

〈担当課〉公園建設課　大規模公園再整備室╱☎043-245-5781

●少年野球やソフトボールなどが行えるフ
クダ電子グラウンドの整備

●多目的グラウンドや広場の整備

千葉市は、Ｊリーグ ジェフユナイテッド千
葉のホームタウン。Ｊ１昇格に向けてみん
なで応援しましょう！

取組み内容 関連情報・トピック
●特徴ある動物展示の実現
●教育普及活動の充実
●国際的動物園への脱皮
●集客力の向上
●持続可能な運営体制の構築

●アフリカの平原をイメージした展示場で
は、ライオンの姿を間近に観察することが
できます。
●大人から子どもまで「人と動物が共に楽
しめる場」がテーマの「ふれあい動物の里」
では、乗馬（引き馬）を体験することがで
きます。

蘇我スポーツ公園整備イメージ図

動物公園の充実
（リスタート構想の推進）
動物公園の充実
（リスタート構想の推進）

「市民に身近な動物園」「都市の活性化につなげる集客観光施
設」として、来園者の皆様が動物を通して遊びながら学べ、
満足できる施設として生まれ変わります。

〈担当課〉動物公園╱☎043-252-7566

4月28日ライオン展示場と「ふれあい動物の里」が同時オープンします。

県内唯一のライオン展示
ココに注目！

昨年度に引き続き、少年野球やソフトボールなどが行えるフクダ電子グラウンド
４面の整備を進めています。

ココに注目！

緑と花のあふれる
まちづくりの推進
緑と花のあふれる
まちづくりの推進

生活の中で、身近に豊かな緑が感じられ、四季折々の花が楽
しめるような緑と花のあふれるまちづくりを進めています。

取組み内容

関連情報・トピック

〈担当課〉緑政課　緑と花の推進室╱☎043-245-5775

●花いっぱい地域活動の推進
　地域で花壇づくりに取り組んでいる団体
に対し、花苗や種子を助成。
●緑と花の人材育成と活動拠点づくりの推進
　・緑と花の地域リーダー養成
　・花とひとのネットワークづくり
●緑と花のコンテストの実施
　・花壇コンクール
　・コンテナガーデンコンテスト
●市の花オオガハスの系統保存、ハスの名
所づくり

●中心市街地の緑化の推進
　屋上や壁面の緑化に要する費用の一部を
助成（上限50 万円）

市民の皆様の参加によりまちなかに緑や
花があふれ、うるおいのある都市空間が
つくられていきます。

千葉公園の「オオガハス」

市の花「オオガハス」の普及啓発のため、幕張海浜公園の見浜園に
「ハスの名所」を整備します。

ココに注目！
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海辺の活性化海辺の活性化
千葉市固有の地域資源である海辺エリアを魅力的で活気あふ
れるエリアとするため、平成27年度に策定した「海辺のグ
ランドデザイン」の実現に向けた取組みを進めます。

取組み内容 関連情報・トピック

〈担当課〉海辺活性化推進課／☎043-245-5309・公園管理課／☎043-245-5780・美浜公園緑地事務所／☎043-279-8440
　　　　・公園建設課　大規模公園再整備室／☎043-245-5781

●市民や企業等による活性化の取組みを促
進・支援するためのしくみづくりや活性
化プロジェクトの企画・検討
●歴史と自然の海辺ゾーン（稲毛海浜公園）
基礎調査
●検見川ビーチフェスタの開催
●Red Bull Air Race Chiba 2016の開催
に合わせた本市観光PR

●稲毛、検見川、幕張の3つの人工海浜
の総延長(約4.3km)は日本一です。

●検見川の浜は首都圏を代表するウイン
ドサーフィンの名所です。

●人工海浜からは富士山に沈む夕日（ダイ
ヤモンド富士）や東京スカイツリーな
どの景観が東京湾越しに一望できます。

●海の見えるレストラン・カフェ、ホール、
バンケットが稲毛海浜公園の検見川地
区にオープンしました。ぜひご利用く
ださい。

稲毛海浜公園のシーサイドレストラン・ベーカ
リーカフェ

千葉みなと旅客船さん橋・緑地完成イメージ図

・「海辺のグランドデザイン」の実現に向けた取組みにより、都市の魅力向上や市民生活の充実、地域経済の活性化を
　進めていきます。
・地域の歴史や和の文化の保存・継承を行うエリアの整備に向けた基礎調査を実施します。
・海の魅力を感じながら楽しめる「検見川ビーチフェスタ」を今年も開催します。

千葉中央港地区
まちづくりの推進
千葉中央港地区
まちづくりの推進

千葉みなと駅前の千葉中央港地区において、旅客船ターミナ
ル等複合施設や旅客船さん橋（1基）の完成により、旅客船
の運航など海辺の魅力と賑わいづくりを進めます。

取組み内容 関連情報・トピック

〈担当課〉海辺活性化推進課╱☎043-245-5348

●港びらきイベントの開催
●公園緑地等整備
●旅客船運航の活性化支援
●千葉県や船橋市と連携した東京湾ツー
リズム旅客船運航実証実験

●川崎市と連携した夜景観光東京湾ク
ルーズ

本市の新たな海の玄関口として、賑わいや憩いのある親水空間や旅客船による海辺の新たな楽しみ方を市民の皆様に
提供します。

●旅客船さん橋（１基）や緑地（一部）
の供用開始に合わせて、港の完成をＰ
Ｒする港びらきイベントを開催します。

●千葉港内周遊やイベントクルーズなど
の旅客船が運航します。

●旅客船ターミナル等複合施設は、旅客
船の待合スペースにオープンカフェや大
型水槽、レストラン等が併設されます。

ココに注目！

ココに注目！

川や海の水質保全
（高度処理施設の整備）
川や海の水質保全
（高度処理施設の整備）

東京湾の水質を改善するため、浄化センターに高度処理施設
の整備を推進します。

取組み内容

〈担当課〉下水道施設建設課╱☎043-245-5443

●高度処理施設の整備
　（中央浄化センター）

赤潮 青潮

東京湾で発生する赤潮・青潮の発生を抑えるため、
生活排水に含まれる窒素・リンをさらに除去します。

ココに注目！
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地球温暖化対策の推進地球温暖化対策の推進
低炭素社会の実現を目指すため、再生可能エネルギー等の導
入や水素エネルギーの利活用など、地球温暖化対策を推進し
ます。

取組み内容 関連情報・トピック

〈担当課〉環境保全課　温暖化対策室╱☎043-245-5199・環境規制課╱☎043-245-5193

●再エネ・省エネ設備等設置費助成
　住宅用太陽光発電設備
　住宅用・事業用太陽熱利用給湯システム
　住宅用燃料電池システム　等
●防災拠点への太陽光発電設備等の導入
●太陽光発電ビジネスマッチング事業によ
る発電設備の導入促進

●屋根貸しによる市有施設太陽光発電設備
導入の推進

●【新規】燃料電池自動車の導入

●土地所有者と太陽光発電事業者のビジネ
スマッチング第1号が平成26年12月に成
立し、太陽光発電設備が稼働しています。

●小中学校12か所で、屋根（校舎屋上）
貸しによる太陽光発電設備が稼働して
います。

●平成28年度末までに、防災拠点である
小中学校等18か所に太陽光発電設備及
び蓄電池を設置し、避難所の強化を図
ります。

取組み内容 関連情報・トピック
●ごみ減量のための「ちばルール」の推進 
●３Ｒ教育・学習の推進 
●剪定枝等の再資源化の推進
●食品ロス削減の推進 
●古紙・布類の再資源化の推進 
●事業所ごみの適正処理の推進
●ごみの分別・排出ルールの遵守・指導

●「焼却ごみ１／３削減」に取り組み、平成26
年度に年間焼却ごみ量25万4,000トンの
目標を達成しました。

●可燃ごみには、資源化可能な紙類が約１割
含まれており、分別の徹底が必要です。

屋根貸しによる太陽光発電設備
（さつきが丘西小学校）

防災拠点となる市有施設への太陽光発電設備等の導入を積極的に進めるとともに、住宅に太陽光発電設備を設置する市民に
設置費の助成を行うなど、再生可能エネルギー等の導入を進めます。
また、水素エネルギーの利活用を促進するため、燃料電池自動車を公用車として導入します。

ごみの減量・再資源化の推進ごみの減量・再資源化の推進
循環型社会の実現に向け、一般廃棄物（ごみ）処理基本
計画に基づく各種施策を実施し、さらなるごみの分別・
再資源化に向けた取組みを推進します。

〈担当課〉廃棄物対策課╱☎043-245-5067・収集業務課╱☎043-245-5246

ごみ分別スクール

焼却ごみの削減を図るため、剪定枝等循環システムモデル事業を拡充し、中央区全域で実施するほか、食品ロス削減の普及
啓発を実施し、生ごみの排出抑制に重点的に取り組みます。また、古紙拠点回収モデル事業等を実施し、事業所から排出され
る一般廃棄物の適正な処理を推進します。

ココに注目！

ココに注目！

取組み内容
●環境影響評価
●ＰＦＩ導入可能性調査
●土地履歴調査

関連情報・トピック
●新清掃工場（北谷津用地）は、安全で、安定稼
働し、環境にやさしく災害に強い施設をコ
ンセプトにしています。

●今年度は、北谷津清掃工場跡地における新
清掃工場の整備に伴い必要な調査などを
行います。

●新清掃工場の設計・建設・維持管理、運営等
について、市民へのサービス向上と効率的
な運営に向けた民間事業者活用の検討を
行います。

新清掃工場（北谷津用地）
建設の推進
新清掃工場（北谷津用地）
建設の推進

３用地２清掃工場運用体制の実現に向けて、「焼却ごみ１/３
削減」に取り組み、平成26年度に目標を達成したことから、
計画的に代替施設の整備を推進します。

〈担当課〉廃棄物施設課╱☎043-245-5243

完成イメージ図平成38年度からの運用開始に向け、
建設事業に着手します。

ココに注目！
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ココに注目！

疾病の予防や早期発見・早期治療を図るため、食生活の改善や運動習慣の定着、
心の健康づくり、各種健診の推進など、市民や関係団体と市が一体となった健
康づくりを進めます。

取組み内容
●健やか未来都市ちばプラン
の推進

●がん検診の推進
●健康づくりの取組みに対す
る支援制度

●体育の日から始まる１週間は「市民健康づくり週間」です。「健やか
未来都市ちばプラン」を普及し、健康づくりへの関心と意欲を高
めるため、関係団体との協働により「市民健康づくり大会」を開催
するほか、健康づくりに関するイベントの開催や施設の無料開放
などを行っています。

●平成27年度の「市民健康づくり大会」はQiball（きぼーる）で開催
し、延べ7,110人の市民が参加しました。

救急医療と小児・周産期医療の充実

健康づくりの推進

市民に信頼・期待される医療を提供するため、青葉病院
では救急医療の充実、海浜病院では小児・周産期医療の
充実を図ります。

取組み内容 関連情報・トピック
●救急医療の充実（青葉病院）
●小児・周産期医療の充実（海
浜病院）

●青葉病院は、救急処置スペースの拡充など、受け入れ環境の向上
を目的とした救急棟を整備し、消防局と連携した「断らない救急
医療」の取組みを進めています。
●海浜病院は、地域小児科センター、地域周産期母子医療センター
の機能を有しており、市内の小児二次救急医療の中心的な役割を
担うとともに、ハイリスク分娩を積極的に受け入れています。

市民健康づくり大会

青葉病院救急棟

支えあいがやすらぎを生む、
あたたかなまちへ

まちづくりの方向性 2まちづくりの方向性 2

〈担当課〉病院局　経営企画課╱☎043-245-5744

待機児童対策を推進するため、「新制度」
の給付対象施設等を整備するとともに、
保育の質の確保・向上を図ります。

取組み内容 関連情報・トピック
１　新制度給付対象施設の整備

●私立幼稚園の認定こども園移行 12か所
●認可外保育施設の認可化 11か所
●小規模保育事業の開設 12か所
●事業所内保育事業の開設等 4か所
●既存保育園の定員変更 2か所
●認可保育所の新設 1か所

２　保育の質の確保・向上
●保育施設への巡回指導員 １人増員

３　保育士等の確保
●保育士・幼稚園教諭資格取得支援
●潜在保育士・看護師再就職支援

〈担当課〉健康企画課╱☎043-245-5204・健康支援課╱☎043-238-9968

〈担当課〉幼保支援課╱☎043-245-5100・幼保運営課╱☎043-245-5729

●「新制度」は、平成27年度から開始した、子育て支援等に係る新しい
制度です。「千葉市こどもプラン」に基づき、保育の受け皿を確保する
とともに、地域の子育て支援に取り組みます。
●保育の受け皿の確保については、幼稚園の認定こども園移行や認可
外保育施設の認可化など、今ある施設を有効活用する手法で進め
ます。

・青葉病院では、平成27年10月に救急棟を整備し、救急患者の受入体制の強化を図り、入院が必要な救急患者を可能な限
り受け入れています。
・海浜病院では、妊娠から出産、さらに新生児から学童期までを含めた総合的な母子医療を目指して、小児・周産期医療の
充実に取り組んでいます。

・市民の健康づくりを推進することにより、疾病を予防し、健康寿命の延伸をめざします。
・運動習慣を身につけていただくための運動イベントを各区で実施します。

・幼稚園の認定こども園移行や事業所内保育事業の小規
模改修等に対する助成制度を創設します。
・保育の質の確保を行い、子育てを支援する環境を整え
ます。

子ども・子育て支援新制度の推進
（保育所等待機児童対策の推進、保育の質の確保・向上）

関連情報・トピック
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放課後児童の健全育成を図るため、子どもルームの運営・施設整備を行います。

取組み内容 関連情報・トピック
待機児童解消と保育環境改善のため、子ど
もルームの増設及び施設改善を行います。

開　設　日：日曜日、祝日及び年末年始を除く日
開設時間
通常授業日：授業終了後から午後6時まで（午後7時まで延長あり）
土　曜　日：午前8時30分から午後4時30分まで
長期休業期間：午前8時から午後6時まで（午後7時まで延長あり）※土曜日を除く

市民健康づくり大会

子どもルームの拡充

子どもルーム

〈担当課〉障害福祉サービス課／☎043-245-5174

障害のある人の地域での自立した生活や社会参加を促進
するため、生活や活動の場の整備を進めます。

取組み内容 関連情報・トピック

〈担当課〉健全育成課╱☎043-245-5177

消防関係法令の改正により、避難が困難な者を主として入所さ
せるグループホームについて、平成２９年度末までにスプリンク
ラー等を設置することが義務付けられています。

放課後、子どもたちが楽しく、安心して過ごせるよう、157か所※の子
どもルームを運営しています。また、今年度より受入対象を５年生まで
拡大しました。　　　　　　　※箇所数は変更となる場合があります。

障害福祉サービスや障害児支援の計画的な整備を推進し、
障害のある人の地域生活への定着と支援の充実を図ります。

障害のある人への支援の充実

ココに注目！

介護保険サービスの充実
要介護高齢者の増加に対応するため、特別養護老人ホームの整備へ
の助成や総合事業への移行準備を行います。また、介護人材の確保・
定着や資質向上に取り組みます。

取組み内容 関連情報・トピック
●特別養護老人ホームの整備
●総合事業への移行準備
●介護人材の確保・定着

●介護ロボットの導入を支援します。　
●介護職員初任者研修受講者支援の人数を100人から150人に
拡大するほか、合同就職説明会などの取組みを開始します。

〈担当課〉高齢施設課／☎043-245-5256・介護保険課／☎043-245-5064

・今後、毎年度2施設ずつ、特別養護老人ホームを開所する方針です。
・従来の予防給付から、新しい総合事業（介護予防・日常生活支援総合事業）に移行するサービスの利用者に、引き続き必要なサー
ビスを提供できるよう準備を進めます。
・介護従事者の離職対策として、身体的負担を軽減するための介護ロボットの職場への導入を支援します。

ココに注目！

ココに注目！

取組み内容 関連情報・トピック
私立幼稚園・認定こども園が一定の要件を満たして実施する未
就園児預かり事業に対し、補助金を交付します。

私立幼稚園では、教育や預かり保育のほかにも、未就園児預
かり、親子教室、園庭開放など、在園児以外のお子さんも対象
とした地域のための子育て支援が行われています。

私立幼稚園等における
未就園児預かり事業の普及・充実
私立幼稚園等における
未就園児預かり事業の普及・充実

保育所等に在籍しない2歳児等が集団生活を経験する機会を拡大する
とともに、専業主婦（夫）家庭等の育児負担を軽減するため、私立幼稚園
等における未就園児預かり事業に対する助成をモデル的に実施します。

〈担当課〉幼保支援課╱☎043-245-5100

ココに注目！
2歳児は、人や物との関わりや行動範囲を広げていく時期で、自己主張も強くなってきます。こうした発達段階にあ
る2歳児に、同年齢の子どもたちとの集団生活を経験させることは大変有意義です。保育所等に通っていなくても、
私立幼稚園等が実施する未就園児預かりを利用することで、優れた環境の下、安心して集団生活を経験させることが
できます。

●グループホームの開設に要する経費（６か所）やスプリンク
ラー（２か所）、自動火災報知設備（10か所）の設置費用の
一部を助成します。

●旧高浜第二小学校の校舎を整備して、障害児通所支援事業所
を整備するとともに、療育センターの一部として活用します。
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要介護状態となっても可能な限り住み慣れた地域で自分らしい暮らしを続けられるよう、医療・介護・
予防・住まい・生活支援を一体かつ継続的に提供することを目指すのが地域包括ケアシステムです。

地域包括ケアシステムの推進

認知症は、様々な原因で脳の細胞が壊れたり働きが悪くなったりすることで記憶力や判断力に障害がおこる病気です。適切な対応により
症状を軽くしたり進行を遅らせたりできることから、早期に医療・介護サービスに結びつけるとともに継続的支援を行う仕組みを作ります。

■ 取組み内容
●看護師などの専門スタッフが訪問により初期支援を包括的・集中的に
行う「認知症初期集中支援チーム」を増設します。
●病院勤務の医療従事者向け認知症対応力向上研修を実施し、医療機関
での認知症の人への個別性に合わせた対応力の向上を図ります。
●認知症の人やその家族が気軽に集うことのできる認知症カフェへの支
援を行います。

■ 関連情報・トピック
2025年に全国の認知症高齢者は最大730万人、
65歳以上の5人に１人まで増加すると推計され、
誰もが認知症になる可能性があります。「認知症」
かな？と思ったら、怖がらずに相談・受診をしま
しょう。

■ 関連情報・トピック
●シニアリーダーは、市が行う「シニアリーダー講座」を修了し、「介護予防
のための体操」の知識を学んだ「ボランティア」です。学んだ知識を活か
して、高齢者を対象に公民館等で体操教室を自ら運営しています。
●「シニアフィットネス習慣普及事業」では、健康づくりのための運動を自
主的に開始し継続に繋げる機会となるよう、高齢者がフィットネスクラ
ブを利用する費用の一部を一定期間補助します。

認知症施策の推進

〈担当課〉地域包括ケア推進課╱☎043-245-5267

〈出典：「総合事業の推進に向けて」   H26.11 厚生労働省老健局〉

シニアリーダーによる体操教室

医療や介護が必要になっても、住み慣れた地域で暮らし続けることができるよう、多職種の連携を進め、在宅医療に対応できる医療
従事者の増強、24時間対応可能な介護・看護サービスを提供する事業所の整備に取り組みます。

■ 取組み内容
●訪問診療を行う医師の増強
●在宅医療・介護に対応できる薬剤師の認定
●在宅に対応している医療機関・介護事業所などの
現状把握と将来推計の実施
●（看護）小規模多機能型居宅介護事業所（6施設）、定期
巡回・随時対応型訪問介護看護事業所（3施設）の整備

在宅医療・介護連携の推進

〈担当課〉地域包括ケア推進課╱☎043-245-5267・高齢施設課╱☎043-245-5256

住み慣れた地域で役割や生きがいを持っていつまでもいきいきと暮らしていただけるよう、介護予防事業の実施や自立支援の推進、
多様な生活支援サービスの提供体制の構築に取り組みます。

生活支援・介護予防サービスの基盤整備

〈担当課〉地域包括ケア推進課／☎043-245-5267・高齢福祉課╱☎043-245-5166・介護保険課／☎043-245-5064・市民自治推進課／☎043-245-5663
　　　　 
　　　　 

●住み慣れた地域での居場所や役割、生きがいを持っていつまでもいきいきと暮らせるよう、自立支援の取り組みを進めます。
●元気な高齢者をはじめ、住民が担い手として参加する住民主体の活動の支援や、多様な主体（ボランティア、NPO、社会福祉法人、
社会福祉協議会、民間企業、シルバー人材センター、老人クラブ等）による多様な生活支援サービスの提供体制を構築し、高齢
者を支える体制づくりを推進します。

●住民主体の地域課題解決の取組みを進めている地域運営委員会など既存の組織との連携を図ります。

●在宅医療に対応できる医療従事者の増強を図ります。
●在宅に対応している医療機関や介護事業所を調査し、わかりやすいマッ
プやリストを作成します。

●24時間対応可能な介護・看護サービスを提供する事業所を整備します。

ココに注目！

ココに注目！

■ 取組み内容
●生活支援コーディネー
ターの配置
●シニアリーダー講座
●シニアフィットネス習
慣普及事業
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要介護状態となっても可能な限り住み慣れた地域で自分らしい暮らしを続けられるよう、医療・介護・
予防・住まい・生活支援を一体かつ継続的に提供することを目指すのが地域包括ケアシステムです。

地域包括ケアシステムの推進

認知症は、様々な原因で脳の細胞が壊れたり働きが悪くなったりすることで記憶力や判断力に障害がおこる病気です。適切な対応により
症状を軽くしたり進行を遅らせたりできることから、早期に医療・介護サービスに結びつけるとともに継続的支援を行う仕組みを作ります。

■ 取組み内容
●看護師などの専門スタッフが訪問により初期支援を包括的・集中的に
行う「認知症初期集中支援チーム」を増設します。

●病院勤務の医療従事者向け認知症対応力向上研修を実施し、医療機関
での認知症の人への個別性に合わせた対応力の向上を図ります。

●認知症の人やその家族が気軽に集うことのできる認知症カフェへの支
援を行います。

■ 関連情報・トピック
2025年に全国の認知症高齢者は最大730万人、
65歳以上の5人に１人まで増加すると推計され、
誰もが認知症になる可能性があります。「認知症」
かな？と思ったら、怖がらずに相談・受診をしま
しょう。

■ 関連情報・トピック
●シニアリーダーは、市が行う「シニアリーダー講座」を修了し、「介護予防
のための体操」の知識を学んだ「ボランティア」です。学んだ知識を活か
して、高齢者を対象に公民館等で体操教室を自ら運営しています。
●「シニアフィットネス習慣普及事業」では、健康づくりのための運動を自
主的に開始し継続に繋げる機会となるよう、高齢者がフィットネスクラ
ブを利用する費用の一部を一定期間補助します。

認知症施策の推進

〈担当課〉地域包括ケア推進課╱☎043-245-5267

〈出典：「総合事業の推進に向けて」   H26.11 厚生労働省老健局〉

シニアリーダーによる体操教室

医療や介護が必要になっても、住み慣れた地域で暮らし続けることができるよう、多職種の連携を進め、在宅医療に対応できる医療
従事者の増強、24時間対応可能な介護・看護サービスを提供する事業所の整備に取り組みます。

■ 取組み内容
●訪問診療を行う医師の増強
●在宅医療・介護に対応できる薬剤師の認定
●在宅に対応している医療機関・介護事業所などの
現状把握と将来推計の実施

●（看護）小規模多機能型居宅介護事業所（6施設）、定期
巡回・随時対応型訪問介護看護事業所（3施設）の整備

在宅医療・介護連携の推進

〈担当課〉地域包括ケア推進課╱☎043-245-5267・高齢施設課╱☎043-245-5256

住み慣れた地域で役割や生きがいを持っていつまでもいきいきと暮らしていただけるよう、介護予防事業の実施や自立支援の推進、
多様な生活支援サービスの提供体制の構築に取り組みます。

生活支援・介護予防サービスの基盤整備

〈担当課〉地域包括ケア推進課／☎043-245-5267・高齢福祉課╱☎043-245-5166・介護保険課／☎043-245-5064・市民自治推進課／☎043-245-5663
　　　　 
　　　　 

●住み慣れた地域での居場所や役割、生きがいを持っていつまでもいきいきと暮らせるよう、自立支援の取り組みを進めます。
●元気な高齢者をはじめ、住民が担い手として参加する住民主体の活動の支援や、多様な主体（ボランティア、NPO、社会福祉法人、
社会福祉協議会、民間企業、シルバー人材センター、老人クラブ等）による多様な生活支援サービスの提供体制を構築し、高齢
者を支える体制づくりを推進します。

●住民主体の地域課題解決の取組みを進めている地域運営委員会など既存の組織との連携を図ります。

●在宅医療に対応できる医療従事者の増強を図ります。
●在宅に対応している医療機関や介護事業所を調査し、わかりやすいマッ
プやリストを作成します。

●24時間対応可能な介護・看護サービスを提供する事業所を整備します。

ココに注目！

ココに注目！

■ 取組み内容
●生活支援コーディネー
ターの配置
●シニアリーダー講座
●シニアフィットネス習
慣普及事業
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豊かな心が育ち、
新たな価値が生まれるまちへ

まちづくりの方向性 3まちづくりの方向性 3

児童生徒のよりよい教育環境を整備し、教育の質を充実させるため、
学校の統合などにより小・中学校の適正配置を推進します。

取組み内容 関連情報・トピック

〈担当課〉企画課╱☎043-245-5911・学校施設課╱☎043-245-5918

●千城台地区の学校の適正配置に係る協議
●花見川第一小、第二小の統合に向けた準備
●統合の対象となる校舎等の大規模改造工事

工事対象校：花見川第一小学校
〈改修箇所〉校舎、屋内運動場、プール、グラウンド

平成29年４月に予定している花見川第一小と花見川第二小による統合新設校の円滑な開校に向けて、準備を進めます。

学校適正配置の推進

学校施設の長寿命化を図るため、計画的な保全改修を行うとともに、
施設環境・機能を改善するための整備を行います。

取組み内容 関連情報・トピック

〈担当課〉学校施設課╱☎043-245-5921

●計画的な保全改修による学校施設の
長寿命化

●老朽化したトイレの衛生環境の改善
●音楽室等へのエアコンの設置

学校施設の約80％が築30年以上経過し
老朽化が進んでいます。学校施設は長期
間使用していく施設であるため、施設の
長寿命化を図る必要があります。

改装後

改装前

学校施設の環境整備

安全安心で魅力ある学校給食を提供するため、
こてはし学校給食センターの再整備を行います。

取組み内容 関連情報・トピック

〈担当課〉保健体育課╱☎043-245-5942

●民間資金やノウハウを活用した整備・運
営（PFI手法）

●施設の建設工事、平成29年4月の開業
に向けた準備（平成28年度）

所在地：花見川区三角町782
敷地面積：約6,163㎡
建物：鉄骨造２階建
最大供給能力：8,000食／日

完成イメージ図平成29年度から、花見川区に所在する中学校を中心に、給食を提供していきます。
また、民間事業者のノウハウ活用により、整備・運営コストの削減と高度な衛生管理
への対応を図ります。

こてはし学校給食センターの整備

・老朽化した校舎を計画的に改修し、子どもが生き生きと学び、心身とも
健やかに成長できる学校環境を作ります。
・老朽化したトイレを改修し、洋便器化を進めるとともに、トイレの３Ｋ
（暗い・汚い・臭い）を解消し、明るく衛生的なトイレにします。
・音楽室、特別支援学級、特別支援学校にエアコンを設置します。

⬇

ココに注目！

ココに注目！

ココに注目！

児童生徒の臨床心理に関して専門的な知識や経験を有するスクー
ルカウンセラーを配置し、教育相談体制の充実を図ります。

取組み内容 関連情報・トピック

〈担当課〉指導課╱☎043-245-5935

●児童生徒へのカウンセリング
●カウンセリングに関する教職員及び保護者に対
する助言と援助
●いじめに係る校内組織での活動

いじめや不登校の問題など児童生徒の悩みの解消を図るために、スクールカウンセラーを配置し、カウンセリングを
実施するとともに、教職員及び保護者に対する助言・援助を行います。

スクールカウンセラーの活用

取組み内容

〈担当課〉指導課・教育センター・企画課・経済企画課╱☎043-245-5935

●キャリア教育推進のための連携会
議の設置
●キャリア教育モデルプランの作成

・児童生徒の社会的・職業的自立に向け、意欲・態度、必要な能力を育てます。
・一人一人が自己の進路・将来を主体的に考える体系的・系統的なキャリア教育を推進します。

２校の成果は高校にとどまらず、千葉市内の小中学校にも普及させます。

キャリア教育の推進

小学校の放課後において、地域の参画を得て、学習や交流の
体験機会を提供することにより、子どもたちが地域社会の中
で、心豊かで健やかに育まれる環境づくりを推進します。

取組み内容 関連情報・トピック

〈担当課〉生涯学習振興課╱☎043-245-5957

●新たな体験プログラムの開発
●モデル校の放課後子ども教室の活動支援

●教室設置数　112校
●実施日数　　21.2日/校/年

●延参加児童数　92,358人
●児童参加率　　12.8％

関連情報・トピック
キャリア教育推進のための連携会議での主な検討事項
●小学生～大学卒業を見据えたキャリア教育の連携の在り方
●産学官連携によるキャリア教育推進体制の構築
●工業・商業高等学校など、専門性の高い高等学校等の理解促進

モデル校を対象として、民間企業・大学・NPO等の協力を得たプログラムの提供等の活動支援を行うことで、より魅力的
な体験プログラムを実施するとともに、実施日数の増加を図ります。

放課後子ども教室の推進

子どもの自覚と自立を促し、社会参画を促進するため、「こども・若者の力（ちから）
ワークショップ」などのモデル事業を行っています。

取組み内容 関連情報・トピック

〈担当課〉企画課╱☎043-245-5911

まちづくりは未来づくりであり、その主役は未来を担う子どもたちです。子どもたちが市民としての自覚や責任を持ち、
自分たちの “まち” の課題を見つけ出し、それを解決するためにまちづくりに参画していく取組みを進めています。

こどもの参画

こども・若者選挙

海外の高校生と交流

スクールカウンセラーの配置（平成27年度）
●中学校　全校（55校）
●小学校　拠点校６校、巡回校１２校、統合校１校
平成28年度は、統括スーパーバイザーを配置し、スクールソーシャルワー
カーを含めた教育相談体制の充実や、緊急時の対応の強化を図ります。

社会のニーズに応じたキャリア教育を推進します。

取組み内容
●課題研究を中心としたカリキュラムの実施
●海外でのフィールドワークの充実
●国内外の大学・企業等との連携
●地域とともにある学校づくり

市立高校での先進的教育の展開
関連情報・トピック

●市立千葉高校では、文部科学省が指定するスーパーサ
イエンスハイスクール（SSH）として、将来の国際的な
科学技術人材の育成を推進します。
●市立稲毛高校では、スーパーグローバルハイスクール
（SGH）を目指して、国際的に活躍できるグローバル
リーダーの育成を推進します。

市立千葉高校は理数系教育、市立稲毛高校は国際理解教育
を中核として先進的な教育を展開します。

●「こども・若者の力ワークショップ」や「こ
ども・若者選挙」等のモデル事業の実施
により、子どもの社会参画を促進
●「こども・若者日本サミット」により、
市の取組みを広く発信

「こども・若者選挙」の目的
●高校生が市の課題に対する施策を検討し、全校生徒に
よる選挙を実施。市へ提案する施策を選ぶことにより、
高校生の社会参画を促す。
●選挙権年齢の引き下げに伴い、有権者又は近い将来の
有権者となる高校生の選挙に対する意識を高める。

〈担当課〉こども企画課╱☎043-245-5673

（教室設置数は、平成28年3月現在、その他については、平成26年度実績）

●学習支援資料の充実
●生徒の職場体験の充実
●教職員研修の充実
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児童生徒の臨床心理に関して専門的な知識や経験を有するスクー
ルカウンセラーを配置し、教育相談体制の充実を図ります。

取組み内容 関連情報・トピック

〈担当課〉指導課╱☎043-245-5935

●児童生徒へのカウンセリング
●カウンセリングに関する教職員及び保護者に対
する助言と援助

●いじめに係る校内組織での活動

いじめや不登校の問題など児童生徒の悩みの解消を図るために、スクールカウンセラーを配置し、カウンセリングを
実施するとともに、教職員及び保護者に対する助言・援助を行います。

スクールカウンセラーの活用

取組み内容

〈担当課〉指導課・教育センター・企画課・経済企画課╱☎043-245-5935

●キャリア教育推進のための連携会
議の設置

●キャリア教育モデルプランの作成

・児童生徒の社会的・職業的自立に向け、意欲・態度、必要な能力を育てます。
・一人一人が自己の進路・将来を主体的に考える体系的・系統的なキャリア教育を推進します。

２校の成果は高校にとどまらず、千葉市内の小中学校にも普及させます。

キャリア教育の推進

小学校の放課後において、地域の参画を得て、学習や交流の
体験機会を提供することにより、子どもたちが地域社会の中
で、心豊かで健やかに育まれる環境づくりを推進します。

取組み内容 関連情報・トピック

〈担当課〉生涯学習振興課╱☎043-245-5957

●新たな体験プログラムの開発
●モデル校の放課後子ども教室の活動支援

●教室設置数　112校
●実施日数　　21.2日/校/年

●延参加児童数　92,358人
●児童参加率　　12.8％

関連情報・トピック
キャリア教育推進のための連携会議での主な検討事項
●小学生～大学卒業を見据えたキャリア教育の連携の在り方
●産学官連携によるキャリア教育推進体制の構築
●工業・商業高等学校など、専門性の高い高等学校等の理解促進

モデル校を対象として、民間企業・大学・NPO等の協力を得たプログラムの提供等の活動支援を行うことで、より魅力的
な体験プログラムを実施するとともに、実施日数の増加を図ります。

放課後子ども教室の推進

子どもの自覚と自立を促し、社会参画を促進するため、「こども・若者の力（ちから）
ワークショップ」などのモデル事業を行っています。

取組み内容 関連情報・トピック

〈担当課〉企画課╱☎043-245-5911

まちづくりは未来づくりであり、その主役は未来を担う子どもたちです。子どもたちが市民としての自覚や責任を持ち、
自分たちの “まち” の課題を見つけ出し、それを解決するためにまちづくりに参画していく取組みを進めています。

こどもの参画

こども・若者選挙

海外の高校生と交流

スクールカウンセラーの配置（平成27年度）
●中学校　全校（55校）
●小学校　拠点校６校、巡回校１２校、統合校１校
平成28年度は、統括スーパーバイザーを配置し、スクールソーシャルワー
カーを含めた教育相談体制の充実や、緊急時の対応の強化を図ります。

社会のニーズに応じたキャリア教育を推進します。

取組み内容
●課題研究を中心としたカリキュラムの実施
●海外でのフィールドワークの充実
●国内外の大学・企業等との連携
●地域とともにある学校づくり

市立高校での先進的教育の展開
関連情報・トピック

●市立千葉高校では、文部科学省が指定するスーパーサ
イエンスハイスクール（SSH）として、将来の国際的な
科学技術人材の育成を推進します。
●市立稲毛高校では、スーパーグローバルハイスクール
（SGH）を目指して、国際的に活躍できるグローバル
リーダーの育成を推進します。

市立千葉高校は理数系教育、市立稲毛高校は国際理解教育
を中核として先進的な教育を展開します。

●「こども・若者の力ワークショップ」や「こ
ども・若者選挙」等のモデル事業の実施
により、子どもの社会参画を促進

●「こども・若者日本サミット」により、
市の取組みを広く発信

「こども・若者選挙」の目的
●高校生が市の課題に対する施策を検討し、全校生徒に
よる選挙を実施。市へ提案する施策を選ぶことにより、
高校生の社会参画を促す。
●選挙権年齢の引き下げに伴い、有権者又は近い将来の
有権者となる高校生の選挙に対する意識を高める。

〈担当課〉こども企画課╱☎043-245-5673

（教室設置数は、平成28年3月現在、その他については、平成26年度実績）

●学習支援資料の充実
●生徒の職場体験の充実
●教職員研修の充実
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障害者スポーツへの関心と理解を深めるため、障害者がスポーツをする
機会やトップクラスの大会を観戦する機会を充実させます。

取組み内容

〈担当課〉スポーツ振興課╱☎043-245-5966

●国際大会等のトップクラス
の大会の誘致・開催支援

●障害者スポーツ指導員の
養成

●パラリンピアン等による学
校訪問

●障害者スポーツ体験イベ
ントの実施

市民の皆さんに障害者スポーツを身近に感じていただけるよう、トップクラスの大会や体験イベントを開催しますので、
ぜひご参加ください。

障害者スポーツの推進

車椅子スポーツの振興に力を入れている本市が、文化芸術の視
点から新たに「車椅子」をテーマとしたイベント等を実施します。車椅子アートプロジェクト

関連情報・トピック
本年度千葉市では、車椅子スポーツのトップレベルの大会が
開催されます。特に5月に開催されるジャパンパラウィルチェ
アーラグビー競技大会は、強豪国を招いて行われる国内最高
峰の競技大会です。日本代表の活躍をご期待ください。
 5月 ジャパンパラウィルチェアーラグビー競技大会
 12月 ウィルチェアーラグビー日本選手権大会
  3月 長谷川良信記念千葉市長杯争奪
  車椅子バスケットボール全国選抜大会

ココに注目！

取組み内容 関連情報・トピック
●「車椅子」をテーマとした文化イベント等の開催 オリンピック・パラリンピックは「文化の祭典」でもあることから、「車

椅子」をテーマとした文化的プロジェクトの一環として実施します。

〈担当課〉文化振興課╱☎043-245-5961

平成28年度はキックオフイベントとして、車椅子の祭典「車椅子フェス」を開催します。
ココに注目！

高校生を中心とした若者文化の情報を集約したプラットフォー
ムから、おススメのカルチャーの発信や高校生による実行委員会
の組織化など、若者の文化芸術活動を支援する基盤を整えます。

おススメ
カルチャー・プラットフォーム
取組み内容 関連情報・トピック

●高校生による実行委員会の組織化
●情報を集約したプラットフォームからの発信

高校生が主体となった文化芸術活動が活発になるように、地元
メディアや企業などの協力を得ながら支援します。

〈担当課〉文化振興課╱☎043-245-5961

初級障がい者スポーツ指導員養成講習会
（ボッチャの実技講習）

より良いスポーツ環境を提供するため、震災で甚大
な被害を受けた高洲市民プール及び体育館の再整備
を行います。

取組み内容 関連情報・トピック

〈担当課〉スポーツ振興課╱☎043-245-5967

●平成26～28年度 建設工事
●平成28年12月 供用開始

屋外25ｍプール・子ども用プール
体育館（アリーナ面積800㎡程度）
トレーニング室、事務室、更衣室等

完成イメージ図
平成28年12月オープンを予定しています。健康・体力づくり、地域コミュニティ形成の
場としてご利用ください。

高洲市民プール・体育館の再整備

ココに注目！

身近なスポーツ・レクリエーション活動の場を提供するため、
旧磯辺第二中学校跡地にスポーツ施設を整備します。

取組み内容 関連情報・トピック

〈担当課〉スポーツ振興課╱☎043-245-5967

●体育館（アリーナ面積800㎡程度）

平成29年４月オープンを予定しています。健康・体力づくり、地域コミュニティ形成の場としてご利用ください。

磯辺スポーツ施設の整備

ココに注目！
●多目的グラウンド
●管理棟

●平成28年度　建設工事　　●平成29年４月　供用開始
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住民同士の助けあい、支えあいによる地域運営を推進
するため、地域運営委員会の設置を促進します。

取組み内容 関連情報・トピック

〈担当課〉市民自治推進課╱☎043-245-5663

●地域へ設立の働きかけ
●設立準備、活動の経費を補助
●地域で使い道を決めることので
きる地域運営交付金の交付
●地域担当職員制度のモデル実施
●地域運営委員会連絡会議の開催

市民の皆様による地域を良くするための自主的な取組みを促進します。

地域運営委員会の設置の促進

市民と市役所をつなぐ新たなコミュニケーションツール「ちばレポ」
は、市民からスマートフォンやパソコンによりレポートされた地域の
課題を、市民と市役所が共に解決を目指すしくみです。

取組み内容 関連情報・トピック

〈担当課〉広報広聴課╱☎043-245-5294

ちばレポを通して、市民が地域の課題をレポートし、
その解決に市民が参加するなど「市民が主役のまち
づくり」に取り組んでいます。
●まちの課題をレポート（こまったレポート）
●課題を自主的に解決したレポート（かいけつレポート）
●市民の力による課題解決（サポーター活動）

●平成26年９月から運用を開始し、27
年度は約1,700件のレポートがあり、
約8割はすでに解決しています。
●これからも、共にまちづくりを進める
パートナーである市民の皆さんと、地域
の課題の解決を進めていきます。

ちばレポを通じて、「街を知り、街を好きになり、街を良くする、街に参加する」そんなしくみを目指しています。

ちばレポ（ちば市民協働レポート）

地域運営委員会の会議の様子

サポーター活動/ちばレポアプリ画面

市民サービスの向上を図るため、花見川区役所1階の一部スペー
ス(現情報コーナー )に「瑞穂情報図書センター」を整備します。

取組み内容 関連情報・トピック

〈担当課〉中央図書館　管理課╱☎043-287-4081

●整備工事（平成28年度）
●開設（平成29年３月）

整備予定地：花見川区役所１階（現情報コーナー）
予定面積：457.4㎡
予定蔵書数：２万冊（開設時点）

平成29年３月オープンを予定しています。
地域の読書環境が向上し、活性化につながる効果も期待できます。

瑞穂情報図書センター整備

イメージ図

ココに注目！

ココに注目！

ココに注目！

●地域課題の解決には行政による公平、画一的な対応に
は限界があり、地域をよく知る皆様の力が欠かせません。

●地域運営委員会は、地域で活動する様々な団体が連携
して、地域全体で課題を解決していくための仕組みです。
●地域の人材、財源、情報、ノウハウなどを効果的に活用し、
地域の実情に沿った取組みが進められることが期待さ
れます。
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ココに注目！

日本を代表する貝塚であり、縄文文化の象徴である史跡加曽利
貝塚を国特別史跡に指定するための取り組みを推進します。

取組み内容 関連情報・トピック

〈担当課〉文化財課╱☎043-245-5960

●総括報告書編集・執筆・
刊行
●史跡保存活用計画の策定
●加曽利貝塚の広報活動

●史跡件数　1,759件（平成28年3月現在）
●特別史跡件数　61件（平成28年3月現在）
●史跡加曽利貝塚の発掘調査の成果をまとめたパンフレット
を作成し、一般向けに発行します。
●発掘の疑似体験や、夜の復原住居見学、天体観望会など夜の
貝塚を楽しむ「ナイトミュージアム」、平成28年３月に完成
した復原住居を使った「縄文くらし体験」などを開催します。 加曽利貝塚PR大使かそりーぬ

特別史跡は、史跡のうち、学術上の価値が特に高く、我が国文化の象徴たるものとして、国宝に相当します。
日本初となる貝塚の特別史跡指定を目指します。

加曽利貝塚特別史跡化の推進
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取組み内容

関連情報・トピック

●液状化対策関連の設計、補償、工事等

美浜区のうち、被害の大きかった地区（約143ha）を
対象とします。

地下水位低下工法のイメージ

ひと・モノ・情報がつながる、
生活基盤の充実した安全で快適なまちへ

まちづくりの方向性 ４まちづくりの方向性 ４

東日本大震災による地盤の液状化により著しい被害を受けた
地域において、再度災害の発生を抑制するため、公共施設と
隣接宅地等との一体的な液状化対策を推進します。

地震発生時の下水道の流下機能を確保するため、下水道施
設の耐震化を推進します。また、避難所となる小学校など
に災害時に使用可能なマンホールトイレを設置します。

取組み内容
●下水道管の耐震化
●マンホールトイレの設置
●浄化センターの耐震化

マンホールトイレ設置例

防災・減災体制の充実

市街地液状化対策事業

下水道施設の耐震化

地域防災力の向上を図るため、自主防災組織や避難所運営委
員会の設立を促進するとともに、避難行動要支援者の支援体
制の構築や防災備蓄品の整備等を行います。

〈担当課〉下水道再整備課╱☎043-245-5611・下水道建設課╱☎043-245-5420
　　　　・下水道施設建設課╱☎043-245-5443・防災対策課╱☎043-245-5113

下水道は市民生活に大切なライフラインです。
大規模地震に備え、耐震化などを進めています。

〈担当課〉市街地整備課　液状化対策室╱☎043-245-5337

取組み内容
●自主防災組織の結成促進
●避難所運営委員会の設立
●避難行動要支援者名簿の提供
●防災備蓄品の整備
●防災行政無線（広報無線）のデジタル化
●地域防災無線（携帯無線）の安定した情
報伝達及び通信の確保

〈担当課〉防災対策課╱☎043-245-5113 住民による初期消火活動訓練

関連情報・トピック
●避難所12か所に60基のマンホールト
イレを設置します。

関連情報・トピック
●9月4日に九都県市合同防災訓
練（美浜区 稲毛海浜公園）を実
施します。

●自主防災組織の結成促進として、
設置助成・活動助成・資機材購
入（再助成を含む）の助成を行っ
ています。
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ココに注目！

震災時の救急活動、支援物資の輸送や広域的な避難を目的として指定
された緊急輸送道路の通行を確保するため、市が緊急輸送道路沿道
建築物の所有者へ耐震診断・改修等に要する費用の助成を行います。

〈担当課〉建築指導課╱☎043-245-5836

●耐震診断
　・診断費用の2/3 
　・上限　150万円

●耐震改修、建替え、除却
　・改修費用の2/3
　・上限3,600万円（除却は、1,800万円）

大地震発生時の建物（旧耐震基準の建物）の倒壊による緊急輸送道路の閉塞を防ぐことで、迅速な救急活動や支援活動
が行うことができます。

阪神・淡路大震災被害による道路閉塞の様子

取組み内容

関連情報・トピック
平成28年度から、改修等に要する費用も助成対象とします。

●防火（防犯を兼ねる）パトロー
ルの実施
●防火推進員養成講座の実施

取組み内容 関連情報・トピック
地域における建物の防火安全性を向上さ
せるため、防火パトロールを中心とした
安全対策に取り組みます。
さらに、この事業を発展させ、千葉市内
の他の商店街等へ普及拡大を図ります。

緊急輸送道路沿道建築物の
耐震助成

地域ぐるみで消防法令違反（防火管理者未選任、消防用設備点検未報告等）を未然に防止し、市民が安全に建物を利用
できるように地域の防火安全性の向上を図ります。

市民の安全な建物利用の
促進に向けた商店街の取組み

千葉市中央地区商店街協議会と千葉市消防局が協働して、消防法
令違反を未然に防止するため、地域ぐるみの取組みを行います。

〈担当課〉消防局予防部予防課　査察対策室╱☎043-202-1776

震災時に救命活動や物資輸送を行うための交通の確保と
二次災害防止のため、耐震補強を行います。橋梁の耐震化

取組み内容
●橋梁の耐震補強

関連情報・トピック
●耐震補強は、災害時における緊急車両や救援物資の輸送路
として位置付けられている橋梁や第三者へ被害を与える危
険性がある跨線橋等を優先的に実施しています。
●橋脚に鉄筋コンクリートなどを巻立てる橋脚補強や地震動
により橋梁が落ちないようにする落橋防止システムの強化
など耐震化に取り組んでいます。

〈担当課〉維持管理課╱☎043-245-5386
　　　　（中央・美浜土木事務所、花見川・稲毛土木事務所、若葉土木事務所、緑土木事務所）

震災時における道路ネットワークを確保するため、橋が壊れないように補強を行います。

橋梁の耐震補強の実施例
橋が落下しないようにチェーンなどで
連結しています。

ココに注目！

ココに注目！

ココに注目！
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震災時の救急活動、支援物資の輸送や広域的な避難を目的として指定
された緊急輸送道路の通行を確保するため、市が緊急輸送道路沿道
建築物の所有者へ耐震診断・改修等に要する費用の助成を行います。

〈担当課〉建築指導課╱☎043-245-5836

●耐震診断
　・診断費用の2/3 
　・上限　150万円

●耐震改修、建替え、除却
　・改修費用の2/3
　・上限3,600万円（除却は、1,800万円）

大地震発生時の建物（旧耐震基準の建物）の倒壊による緊急輸送道路の閉塞を防ぐことで、迅速な救急活動や支援活動
が行うことができます。

阪神・淡路大震災被害による道路閉塞の様子

取組み内容

関連情報・トピック
平成28年度から、改修等に要する費用も助成対象とします。

●防火（防犯を兼ねる）パトロー
ルの実施

●防火推進員養成講座の実施

取組み内容 関連情報・トピック
地域における建物の防火安全性を向上さ
せるため、防火パトロールを中心とした
安全対策に取り組みます。
さらに、この事業を発展させ、千葉市内
の他の商店街等へ普及拡大を図ります。

緊急輸送道路沿道建築物の
耐震助成

地域ぐるみで消防法令違反（防火管理者未選任、消防用設備点検未報告等）を未然に防止し、市民が安全に建物を利用
できるように地域の防火安全性の向上を図ります。

市民の安全な建物利用の
促進に向けた商店街の取組み

千葉市中央地区商店街協議会と千葉市消防局が協働して、消防法
令違反を未然に防止するため、地域ぐるみの取組みを行います。

〈担当課〉消防局予防部予防課　査察対策室╱☎043-202-1776

震災時に救命活動や物資輸送を行うための交通の確保と
二次災害防止のため、耐震補強を行います。橋梁の耐震化

取組み内容
●橋梁の耐震補強

関連情報・トピック
●耐震補強は、災害時における緊急車両や救援物資の輸送路
として位置付けられている橋梁や第三者へ被害を与える危
険性がある跨線橋等を優先的に実施しています。

●橋脚に鉄筋コンクリートなどを巻立てる橋脚補強や地震動
により橋梁が落ちないようにする落橋防止システムの強化
など耐震化に取り組んでいます。

〈担当課〉維持管理課╱☎043-245-5386
　　　　（中央・美浜土木事務所、花見川・稲毛土木事務所、若葉土木事務所、緑土木事務所）

震災時における道路ネットワークを確保するため、橋が壊れないように補強を行います。

橋梁の耐震補強の実施例
橋が落下しないようにチェーンなどで
連結しています。

ココに注目！

ココに注目！

ココに注目！
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路肩カラー化　設置事例

これまで自転車に乗っていた人も、そうでない人も、環境にもやさしく、健康にも良い自転車を、楽しく安全に、
自発的に利用する千葉市らしい生活スタイル、“「ちばチャリ」スタイル” を目指します。

自転車を活用した
まちづくり

安全で快適に自転車利用できる環境づくりを基本とし、自転車利用のメリットをまちづくりに
活用できるよう、「（仮称）自転車を活用したまちづくり条例」の制定を目指すとともに、「千葉市
まちづくり未来研究所」の政策提言を踏まえた取組みを実施します。

〈担当課〉政策企画課╱☎043-245-5057

〈担当課〉維持管理課╱☎043-245-5386
　　　　（中央・美浜土木事務所、花見川・稲毛土木事務所、若葉土木事務所、緑土木事務所）

取組み内容
●自転車レーン等の整備

自転車走行環境の整備
歩道上の歩行者の安全を図るとともに、自転車は車道を通行
することが原則であるため、自転車が安全で快適に車道を通
行できるよう、自転車レーン等の整備を推進します。

自転車がスムーズに安心して走行できるよう、車道に自転車の走行空間（自転車レーン等）を整備し、自転車の
利用促進を図るとともに歩道における歩行者の安全を確保していきます。

〈担当課〉自転車対策課╱☎043-245-5607

関連情報・トピック
●平成25年８月に自転車走行環境の整備計画である
「ちばチャリ・すいすいプラン～自転車の街：千葉市
を目指して～」を策定しました。

●概ね30年後を見据え、市内に約330kmの安全で快
適な自転車ネットワークの構築を目指すこととしてお
り、これにより、都心部で概ね５分以内、郊外部で概
ね10分以内に自転車ネットワーク路線にアクセスが
可能となります。

取組み内容
●歩道の整備されていない通学路において、路肩部分を幅30cmで緑色に
カラー着色します。

●通学路の安全対策として、路面標示や車止めポールなどの安全施設の設置を
行います。

通学路の交通安全の確保に向けて、通学路の路肩部分を緑色
でカラー着色し、歩行者と車両の通行部分を視覚的に明確に
区分するなどの安全対策を推進します。

子供たちが安全に通学できることをめざして、通学路の路肩をカラー化し
視覚的に通行部分を明確にするなどの取り組みを進めています。

ココに注目！

ココに注目！

ココに注目！

通学路における
安全対策の推進

●関係行政機関・団体などで
構成する協議会などで条例
等の検討を行います。
●自転車の魅力を伝える施策
の実証実験やサイクルツー
リズムの推進を行います。

取組み内容 関連情報・トピック
「千葉市まちづくり未来研究所（市民シンクタン
クモデル事業）」とは、公募の市民研究員が研究・
政策提言を行うとともにその実現に自ら参加す
る取組みで、平成26、27年度は「自転車によ
るまちづくり」をテーマに実施しました。

千葉港黒砂台線の自転車通行位置の明示
（平成27年３月供用開始）

花見川サイクリングロード
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〈担当課〉住宅整備課╱☎043-245-5852

●桜木町団地建替え（H25～H28年度）
●宮野木町第2団地建替え（H26～H29年度）
●小倉台団地建替え（H27～H30年度）

取組み内容

桜木町団地は平成28年度に入居開始予定です。
宮野木町第2団地は平成29年度に入居開始予定です。

市営住宅の整備
住宅セーフティネットの整備を推進するため、市営住宅長寿
命化・再整備計画に基づき、老朽化した市営住宅を建替える
等、再整備します。

17

取組み内容

放置自転車対策の推進 自転車等の適正な利用を図り、放置自転車問題を解消するた
め、放置自転車対策を実施します。

取組み内容
●面積：
　約26ha
●主な公共施設：
　都市計画道路２路線、公園３か所、　　　　　　
ＪＲ幕張駅北口駅前広場
●場所：
花見川区幕張町四丁目、五丁目、六丁目、
武石町一丁目、二丁目の各一部
●事業期間：
　平成８年度～42年度

放置自転車の追放指導及び移動・保管

東幕張土地区画整理事業 快適な都市環境を形成するため、道路・公園等の都市基盤を
整備します。

ＪＲ幕張駅北口駅前広場や駅前線が
完成すると、地区内の利便性だけでなく、
ＪＲ幕張駅を起点とした幕張新都心など
へのアクセスが向上します。

〈担当課〉東幕張土地区画整理事務所╱☎043-276-0456

駅前放置自転車クリーンキャンペーン

桜木町団地完成予想図

ココに注目！

ココに注目！

〈担当課〉自転車対策課╱☎043-245-5149

ココに注目！

整 備 計 画 図

駅前広場のイメージ図

放置自転車は、歩行者や自動車等の通行の妨げとなり、救急活動に
支障が出るなど多くの方に大変迷惑となるほか、街の美観も損ない
ます。自転車や原付バイクを止める場合は、自転車駐車場の利用を
お願いいたします。



〈担当課〉住宅整備課╱☎043-245-5852

●桜木町団地建替え（H25～H28年度）
●宮野木町第2団地建替え（H26～H29年度）
●小倉台団地建替え（H27～H30年度）

取組み内容

桜木町団地は平成28年度に入居開始予定です。
宮野木町第2団地は平成29年度に入居開始予定です。

市営住宅の整備
住宅セーフティネットの整備を推進するため、市営住宅長寿
命化・再整備計画に基づき、老朽化した市営住宅を建替える
等、再整備します。
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取組み内容

放置自転車対策の推進 自転車等の適正な利用を図り、放置自転車問題を解消するた
め、放置自転車対策を実施します。

取組み内容
●面積：
　約26ha
●主な公共施設：
　都市計画道路２路線、公園３か所、　　　　　　
ＪＲ幕張駅北口駅前広場

●場所：
花見川区幕張町四丁目、五丁目、六丁目、
武石町一丁目、二丁目の各一部
●事業期間：
　平成８年度～42年度

放置自転車の追放指導及び移動・保管

東幕張土地区画整理事業 快適な都市環境を形成するため、道路・公園等の都市基盤を
整備します。

ＪＲ幕張駅北口駅前広場や駅前線が
完成すると、地区内の利便性だけでなく、
ＪＲ幕張駅を起点とした幕張新都心など
へのアクセスが向上します。

〈担当課〉東幕張土地区画整理事務所╱☎043-276-0456

駅前放置自転車クリーンキャンペーン

桜木町団地完成予想図

ココに注目！

ココに注目！

〈担当課〉自転車対策課╱☎043-245-5149

ココに注目！

整 備 計 画 図

駅前広場のイメージ図

放置自転車は、歩行者や自動車等の通行の妨げとなり、救急活動に
支障が出るなど多くの方に大変迷惑となるほか、街の美観も損ない
ます。自転車や原付バイクを止める場合は、自転車駐車場の利用を
お願いいたします。



バス停留所において、バスの到着時間や接近情報を提供し、将来は携帯電話や
パソコンからもそれらが確認できるようになります。

バスロケーションシステムの
導入

バスの利便性の向上を図るため、バス事業者が整備するバス
ロケーションシステムの導入を促進します。

取組み内容

〈担当課〉交通政策課╱☎043-245-5351

●バスロケーションシステム導入補助
関連情報・トピック

バスロケーションシステムは京成バス㈱等に
おいて導入が進められていますが、順次、市
内のバス事業者への導入を促進します。

道路築造状況

接近表示器の設置例

千葉鎌ヶ谷松戸線の整備
幕張新都心から、八千代市、船橋市、鎌ヶ谷市及び松戸市を結ぶ主
要地方道千葉鎌ヶ谷松戸線の、京葉道路武石インターチェンジから
八千代市方面への千葉市管理区間で、道路の拡幅整備を推進します。

取組み内容

〈担当課〉街路建設課╱☎043-245-5343

●区　　間　　花見川区武石町１丁目～長作町
　　　　　　　（約0.9㎞）
●拡幅整備　　4車線、両側歩道

関連情報・トピック
平成28年度の完成を目指していま
す。

ココに注目！

ココに注目！

バイパス道路の整備により、広範な応急対策活動を広域的に実施するために
指定された緊急輸送道路の強化を図り、震災時の救急活動や支援物資の輸送
などの復旧活動を支援します。

浜野四街道長沼線の整備
国道16号、国道126号や国道51号などを結ぶ主要地方道
浜野四街道長沼線のカーブや狭隘な箇所を解消するため、バ
イパス道路の整備を推進します。

取組み内容

〈担当課〉道路建設課╱☎043-245-5382

●区間：若葉区大井戸町～下田町（約１km）
●バイパス整備　２車線、両側歩道、橋梁新設

関連情報・トピック
平成28年度の完成を目指して
います。

下田大橋築造状況

ココに注目！

道路の拡幅整備により、時間短縮効果が発揮され、京葉道路武石インター
チェンジへのアクセス向上が期待できます。
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取組み内容 関連情報・トピック
●歩道の段差解消
●視覚障害者誘導用ブロックの設置
●電線共同溝の整備

千葉市バリアフリー基本構想に基づく道路
特定事業計画に基づき、歩道の段差解消や
電線共同溝などの整備を実施しています。

高齢者、障害者等の公共交通機関を利用した移動の利便性、
安全性の向上を図るため、主要な駅を中心とした一定の地区
において、バリアフリー化を推進します。

〈担当課〉維持管理課╱☎043-245-5386
　　　　 （中央・美浜土木事務所、花見川・稲毛土木事務所、若葉土木事務所、緑土木事務所）

誰もが安全で安心して移動ができるまちづくりをめざして、バリアフリー化を
推進します。

ココに注目！

バリアフリー化の推進

利用者にやさしい歩道になります。

市民サービスの向上と行政運営の効率化を図るため、平成29
年１月を目途にワンストップ窓口及び事務センターを設置しま
す。

〈担当課〉区政推進課　総合窓口開設準備室╱☎043-245-5518

●ワンストップ窓口（６区役所）・事務センター開設準備

区役所窓口で取り扱っている手続を対象としたワンストップ窓口を各区役所に設置することで、住民異動や戸籍関係
手続などのライフイベントに関連する手続をまとめて申請することができるようになります。

取組み内容 関連情報・トピック
平成29年１月　ワンストップ窓口・事務センター開設

区役所窓口改革の推進

●対象証明書
　住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍証明書、市民税・県民税所得証明書
●利用時間
　年末年始を除く6:30～ 23:00（証明書発行機は区役所などの開庁時間）
　※戸籍証明書は開庁日の9:00～ 17:00
●利用できるコンビニエンスストア
　セブンイレブン、ローソン、ファミリーマートなど全国４万店舗以上
●証明書発行機設置場所
　各区役所（６か所）、市民センターの一部（３か所）
※コンビニ交付及び証明書発行機の利用にはマイナンバーカードが必要となり
ます。

取組み内容 関連情報・トピック
平成29年１月以降　サービス開始

証明書のコンビニ交付及び
証明書発行機の整備

市民の利便性向上と窓口の混雑緩和を図るため、証明書のコ
ンビニ交付サービスを開始するとともに、区役所などに証明
書発行機を設置します。

ココに注目！

〈担当課〉区政推進課　総合窓口開設準備室╱☎043-245-5518

マイナンバー制度による「マイナンバーカード」を利用して、全国のコンビニエンスストアなどで、夜間・休日も
住民票の写しや印鑑登録証明書などを取得できるようになります。

ココに注目！

３か所に分かれている本庁機能を集約し、維持管理費の縮減と通常業務の効率化を
図るとともに、防災機能を強化します。

新庁舎の整備
現在の本庁舎が抱える「防災面」「本庁機能の分散化・狭隘化」
「老朽化」などの課題を解決するため、新庁舎の整備に向け
て基本設計を行います。

取組み内容

〈担当課〉管財課　庁舎整備室╱☎043-245-5044

●新庁舎整備基本設計
　（平成28～29年度）

関連情報・トピック
●新庁舎整備に向けて必要となる基本設計書の作
成を行います。

ココに注目！

現在の庁舎の状況
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市民サービスの向上と行政運営の効率化を図るため、平成29
年１月を目途にワンストップ窓口及び事務センターを設置しま
す。

〈担当課〉区政推進課　総合窓口開設準備室╱☎043-245-5518

●ワンストップ窓口（６区役所）・事務センター開設準備

区役所窓口で取り扱っている手続を対象としたワンストップ窓口を各区役所に設置することで、住民異動や戸籍関係
手続などのライフイベントに関連する手続をまとめて申請することができるようになります。

取組み内容 関連情報・トピック
平成29年１月　ワンストップ窓口・事務センター開設

区役所窓口改革の推進

●対象証明書
　住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍証明書、市民税・県民税所得証明書
●利用時間
　年末年始を除く6:30～ 23:00（証明書発行機は区役所などの開庁時間）
　※戸籍証明書は開庁日の9:00～ 17:00
●利用できるコンビニエンスストア
　セブンイレブン、ローソン、ファミリーマートなど全国４万店舗以上
●証明書発行機設置場所
　各区役所（６か所）、市民センターの一部（３か所）
※コンビニ交付及び証明書発行機の利用にはマイナンバーカードが必要となり
ます。

取組み内容 関連情報・トピック
平成29年１月以降　サービス開始

証明書のコンビニ交付及び
証明書発行機の整備

市民の利便性向上と窓口の混雑緩和を図るため、証明書のコ
ンビニ交付サービスを開始するとともに、区役所などに証明
書発行機を設置します。

ココに注目！

〈担当課〉区政推進課　総合窓口開設準備室╱☎043-245-5518

マイナンバー制度による「マイナンバーカード」を利用して、全国のコンビニエンスストアなどで、夜間・休日も
住民票の写しや印鑑登録証明書などを取得できるようになります。

ココに注目！

３か所に分かれている本庁機能を集約し、維持管理費の縮減と通常業務の効率化を
図るとともに、防災機能を強化します。

新庁舎の整備
現在の本庁舎が抱える「防災面」「本庁機能の分散化・狭隘化」
「老朽化」などの課題を解決するため、新庁舎の整備に向け
て基本設計を行います。

取組み内容

〈担当課〉管財課　庁舎整備室╱☎043-245-5044

●新庁舎整備基本設計
　（平成28～29年度）

関連情報・トピック
●新庁舎整備に向けて必要となる基本設計書の作
成を行います。

ココに注目！

現在の庁舎の状況
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ひとが集い働く、
魅力と活力にあふれるまちへ

まちづくりの方向性 5まちづくりの方向性 5まちづくりの方向性 5
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取組み内容 関連情報・トピック
●モノレール連絡通路：
　エスカレーター2基（上下）、
　エレベーター1基
●弁天方面への階段
　エレベーター1基

＜整備スケジュール＞
平成28年秋頃：新駅舎開業（連絡通路、
弁天方面階段供用開始）

平成29年夏以降：エキナカ全面開業
平成30年夏以降：駅ビル全面開業

ＪＲ千葉駅建替えの促進ＪＲ千葉駅建替えの促進
ＪＲ東日本が実施している千葉駅駅舎・駅ビルの建替えを促進しま
す。また、駅周辺の利便性と回遊性の向上を図るため、モノレール
千葉駅との連絡通路や弁天方面への接続階段の整備を進めます。

〈担当課〉都心整備課╱☎043-245-5327

弁天方面への接続階段

モノレール連絡通路

千葉駅西口地区第二種
市街地再開発事業（Ｂ工区）
千葉駅西口地区第二種
市街地再開発事業（Ｂ工区）

千葉都心の土地の高度利用及び都市機能の更新を図るため、
医療などの機能を駅前に導入するとともに、新たな賑わいを
創出する再開発ビルの整備を進めます。

取組み内容 関連情報・トピック

〈担当課〉都心整備課╱☎043-245-5327

●新たな再開発ビルの整備のための法手続
きを開始

●公共施設の設計など

＜整備スケジュール＞
平成28年頃：都市計画、事業計画などの変更
平成29年頃：工事着手

千葉駅西口に直結した医療や商業、居住などの複合機能を備えた再開発ビルの
実現に向け、動き出します

外観イメージ

千葉駅東口地区第一種
市街地再開発事業の促進
千葉駅東口地区第一種
市街地再開発事業の促進

千葉都心の土地の高度利用や施設の機能更新により、駅前
の賑わいを向上させるため、千葉駅東口駅前広場の隣接地
で計画されている民間の再開発を促進します。

取組み内容 関連情報・トピック

●賑わいを向上させる魅力的な商業・サー
ビス施設を導入した再開発ビルの整備

●駅からの快適な歩行空間の整備

イメージパース
〈担当課〉都心整備課╱☎043-245-5327

千葉駅東口の景観を一新し、中心市街地への玄関口としてふさわしい
空間づくりを目指します。

＜整備スケジュール＞
平成28年頃：事業着手
平成33年頃：再開発ビル開業

県内最大のターミナル駅が、より便利で、わかりやすく、魅力的な駅舎に
生まれ変わってオープンします。

ココに注目！

ココに注目！

ココに注目！

幕張新都心若葉住宅地区の
整備促進
幕張新都心若葉住宅地区の
整備促進

「職・住・学・遊」の複合機能の集積した、国際性豊かな
まちづくりを推進するため、幕張新都心若葉住宅地区の計
画的な整備を促進します。

取組み内容

〈担当課〉幕張新都心課╱☎043-274-8648

●計画戸数　約4,515戸（予定）
●面積　約31.1ha

関連情報・トピック

地区全体で統一感を持った街並みの形成のほか、魅力的で質の高いまちづくり・まち育てを持続可能とする地区管理
システム（エリアマネジメント）の導入や、時代に合わせた最新のＩＣＴの活用など、生涯にわたって住みたいと思え
るような、快適で安心なまちづくりを目指します。

幕張新都心賑わいの向上幕張新都心賑わいの向上 幕張新都心の魅力を高めるため、国家戦略特区の取組みを進
めます。

取組み内容

〈担当課〉幕張新都心課╱☎043-274-8648

国家戦略特区の取組みを推進するため、国の区
域会議に提出する事業計画などを策定

ドローンや自動走行など近未来技術を集約した実証実験など、幕張新都心の立地特性を踏まえた取組みを積極的に
進めます。幕張新都心が千葉市のみならず日本の成長を牽引する「近未来都市」として世界にアピールできるよう、
その実現に向け挑戦していきます。

ＭＩＣＥの推進ＭＩＣＥの推進 地域経済の活性化や都市の魅力向上を図るため、国際会議な
どの誘致を推進し、ＭＩＣＥの市内開催を促進します。

取組み内容 関連情報・トピック

〈担当課〉観光MICE企画課╱☎043-245-5282

●ＭＩＣＥの開催支援
●国際会議見本市への出展
●ＭＩＣＥ来場者等への情報発信
●大型コンベンション開催支援

●国際会議見本市や商談会でのＰＲ活動やＭＩＣＥ開催経費の一部の補助を行うほか、来
訪者へのおもてなしに取り組み、ＭＩＣＥ開催地としての魅力を高めて誘致競争力を強化
していきます。
●市内で大型コンベンションを開催する主催者に対し、
開催に要する経費の一部を補助します。
●グローバルＭＩＣＥ強化都市として、国からの支援
を受け、国際会議の誘致を促進します。

第9回国際中欧・東欧研究協議会世界大会開会式

地域経済の活性化や国際観光の振興、都市イメージの向上を目指します。

＜整備スケジュール＞平成28年秋頃：工事着手（先行街区）
　　　　　　　　　　平成31年春頃：竣工・入居開始（先行街区）

関連情報・トピック
平成28年1月29日に「国家戦略特別区域を定める政令」が改正され、千葉
市が正式に東京圏国家戦略特別区域に追加指定されました。
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ココに注目！

ココに注目！

ココに注目！

トライアル発注認定事業トライアル発注認定事業
市内中小企業の優れた新商品・製品の普及を促進するため、一定基
準を満たす新商品等を認定します。また、認定した新商品等を市が
試験的に購入し、評価することで市場での販路拡大を図ります。

取組み内容 関連情報・トピック

〈担当課〉産業支援課╱☎043-245-5284

●市内中小企業の優れた新商品等を認定
●認定商品等のPR（カタログ、市HPへ
の掲載など）
●市で商品等の購入
●市が認定することで市場での販路拡大

●中小企業の方が、優れた新商品・製品を開発し、生産してもすぐに購入先を見つ
けるのはとても困難なことです。そこで市が新規性などの一定の基準を満たした
商品等を認定することで企業が商品等のPRに活用できます。
●市が率先して購入し、多面的に評価をすることで商品等の改良や販路開拓に役立
てていただけます。

認定商品等は、市がPRし販路拡大を支援します。

ココに注目！



幕張新都心若葉住宅地区の
整備促進
幕張新都心若葉住宅地区の
整備促進

「職・住・学・遊」の複合機能の集積した、国際性豊かな
まちづくりを推進するため、幕張新都心若葉住宅地区の計
画的な整備を促進します。

取組み内容

〈担当課〉幕張新都心課╱☎043-274-8648

●計画戸数　約4,515戸（予定）
●面積　約31.1ha

関連情報・トピック

地区全体で統一感を持った街並みの形成のほか、魅力的で質の高いまちづくり・まち育てを持続可能とする地区管理
システム（エリアマネジメント）の導入や、時代に合わせた最新のＩＣＴの活用など、生涯にわたって住みたいと思え
るような、快適で安心なまちづくりを目指します。

幕張新都心賑わいの向上幕張新都心賑わいの向上 幕張新都心の魅力を高めるため、国家戦略特区の取組みを進
めます。

取組み内容

〈担当課〉幕張新都心課╱☎043-274-8648

国家戦略特区の取組みを推進するため、国の区
域会議に提出する事業計画などを策定

ドローンや自動走行など近未来技術を集約した実証実験など、幕張新都心の立地特性を踏まえた取組みを積極的に
進めます。幕張新都心が千葉市のみならず日本の成長を牽引する「近未来都市」として世界にアピールできるよう、
その実現に向け挑戦していきます。

ＭＩＣＥの推進ＭＩＣＥの推進 地域経済の活性化や都市の魅力向上を図るため、国際会議な
どの誘致を推進し、ＭＩＣＥの市内開催を促進します。

取組み内容 関連情報・トピック

〈担当課〉観光MICE企画課╱☎043-245-5282

●ＭＩＣＥの開催支援
●国際会議見本市への出展
●ＭＩＣＥ来場者等への情報発信
●大型コンベンション開催支援

●国際会議見本市や商談会でのＰＲ活動やＭＩＣＥ開催経費の一部の補助を行うほか、来
訪者へのおもてなしに取り組み、ＭＩＣＥ開催地としての魅力を高めて誘致競争力を強化
していきます。

●市内で大型コンベンションを開催する主催者に対し、
開催に要する経費の一部を補助します。

●グローバルＭＩＣＥ強化都市として、国からの支援
を受け、国際会議の誘致を促進します。

第9回国際中欧・東欧研究協議会世界大会開会式

地域経済の活性化や国際観光の振興、都市イメージの向上を目指します。

＜整備スケジュール＞平成28年秋頃：工事着手（先行街区）
　　　　　　　　　　平成31年春頃：竣工・入居開始（先行街区）

関連情報・トピック
平成28年1月29日に「国家戦略特別区域を定める政令」が改正され、千葉
市が正式に東京圏国家戦略特別区域に追加指定されました。
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ココに注目！

ココに注目！

ココに注目！

トライアル発注認定事業トライアル発注認定事業
市内中小企業の優れた新商品・製品の普及を促進するため、一定基
準を満たす新商品等を認定します。また、認定した新商品等を市が
試験的に購入し、評価することで市場での販路拡大を図ります。

取組み内容 関連情報・トピック

〈担当課〉産業支援課╱☎043-245-5284

●市内中小企業の優れた新商品等を認定
●認定商品等のPR（カタログ、市HPへ
の掲載など）

●市で商品等の購入
●市が認定することで市場での販路拡大

●中小企業の方が、優れた新商品・製品を開発し、生産してもすぐに購入先を見つ
けるのはとても困難なことです。そこで市が新規性などの一定の基準を満たした
商品等を認定することで企業が商品等のPRに活用できます。
●市が率先して購入し、多面的に評価をすることで商品等の改良や販路開拓に役立
てていただけます。

認定商品等は、市がPRし販路拡大を支援します。

ココに注目！



企業立地の促進企業立地の促進
市内産業の集積や雇用の創出など、地域経済を活性化するた
め、補助制度や融資制度を活用し、企業の千葉市への新規進
出や追加投資を支援します。

取組み内容
●補助制度
　「所有型」　固定資産税、都市計画税相当額を補助
　「賃借型」　賃借料補助、法人市民税相当額を補助
　「累積投資（マイレージ）型」
　中小企業の段階的・計画的な投資をサポート
　(固定資産税、都市計画税相当額を補助)
　「雇用奨励補助」市民の雇用、雇用者の千葉市転入をサポート
●企業立地促進融資制度　中小～中堅企業の設備投資をバックアップ

関連情報・トピック
「グローバルMICE強化都市」や国家戦略特区の指定を活用し、一層の産業集積を進めるべく、平成28年度は新たに「MICE関
連産業」や「ドローン関連産業」を支援の対象に加えるなどの強化を行います。

幕張新都心地区

〈担当課〉産業支援課╱☎043-245-5276

全国トップクラスの補助制度、・融資制度、優れた操業環境、そしてきめ細やかな支援体制で、企業の立地を強力に
バックアップします。

ココに注目！

取組み内容 関連情報・トピック
●産品の掘り起し
●催事・広報媒体等でのPR
●販路拡大の支援

●昨年第１回目を開催し、１１月にペリエ千葉、そごう千
葉店、三越千葉店を会場に産品の販売・投票を行いま
した。
●投票総数は約1800票となり、㈱菊園の「御成のわら
び餅」（写真）が大賞を受賞しました。

食のギフトセレクション
2016
食のギフトセレクション
2016

市内事業者が製造・販売する産品の中から専門家や市民の
皆様からの投票により、千葉市のギフトとして誇れる産品
を選定します。

〈担当課〉産業支援課╱☎043-245-5277

多くの方に「千葉市のギフト」を認知してもらうとともに、産品等のプロモーションによる市内事業者の販売支援及び
経営強化に繋げます。

御成のわらび餅
ココに注目！

取組み内容
●来訪者に対する円滑な目的地案内・利便性の向上を図るため、競技会場となる幕張メッセ周辺を中心とした歩行者向け案内図
等の多言語対応について、調査・検討を行います。

●外国人来訪者に対する通訳等人材の確保、技術の向上に向け、国際交流ボランティアの育成講座などの取組を強化します。
●2020年大会に向けた機運醸成を図るため、幕張新都心等において、大型映像によるリオパラリンピックの放送と障害者スポー
ツの体験会を組み合わせるなどしたＰＲ活動を行います。また、障害者の社会参加の機運醸成と関連産業の振興を図るため、
障害者を支える様々な産業製品の紹介などを行います。

東京オリンピック・パラリンピック
開催に向けた取組み
東京オリンピック・パラリンピック
開催に向けた取組み

幕張メッセでの両大会の成功に向けて、競技会場都市としてふさわ
しい環境の整備を進めるとともに、大会機運の醸成や障害者スポー
ツに対する認識、価値観を変えるなど共生社会の実現に努めます。

〈担当課〉政策調整課オリンピック・パラリンピック推進室╱☎043-245-5058・国際交流課／☎043-245-5017

ココに注目！
千葉ポートアリーナでの車椅子スポーツ大会（ジャパンパラウィルチェアラグビー競技大会〔５月〕他）、９月のリオパラ
リンピックに合わせたイベント、さらには幕張メッセ開催競技の体験会などを開催しますので、ぜひご参加下さい。
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区の自主事業

地域の活性化や地域課題の解決に向けた自主的な取組みを行う団体や、区の
課題テーマに取組む団体等を支援します。
■取組み内容
●地域づくり活動支援（地域づくり全般に対する支援）
●区テーマ解決支援（区が設定したテーマ（地域課題）に対応する活動に対する支援）
●地域拠点支援（地域づくり活動の拠点を整備・確保するための支援）
〈担当課〉
各区役所地域振興課　地域づくり支援室
中　央　☎043-221-2105　花見川　☎043-275-6203
稲　毛　☎043-284-6105　若　葉　☎043-233-8122
緑　　　☎043-292-8105　美　浜　☎043-270-3122

中央区

若葉区

花見川区

緑区

稲毛区

美浜区

ラジオ体操で健康づくりとまちづくり

ラジオ体操講習会

地域活性化支援

区特有の課題や区民ニーズに対応し、
特色あるまちづくりを推進するため、
区の自主性や独自性を活かした事業を実施します。

健康増進と住民間交流を図るため、専門講師によるラジオ
体操講習会を開催します。
■取組み内容
●専門講師によるラジオ体操の実技講習
●ラジオ体操グループの活動発表と情報交換等

■関連情報
いつでも、どこでも、だれでもができるラジオ体操を通して、
健康づくりと住民間交流を図り「日本一　高齢者がいきいき
と暮らせるまち　若葉」をめざします。目標は１小学校区に
１つ以上のラジオ体操グループができ、誰でもが参加しやす
い場所を増やしていきます。
〈担当課〉若葉保健福祉センター　健康課
　　　　  ☎043-233-8714

災害時に委員会が主体となり、迅速かつ円滑な避難所
運営ができるよう、委員を対象とした研修会を実施し
ます。
■取組み内容
●避難所運営委員会の組織作り、運営のノウハウなどを学び
ます。

■関連情報
稲毛区では、４２か所の避難所全てをカバーする避難所運営
委員会を設置しています。

〈担当課〉稲毛区役所 地域振興課　くらし安心室
　　　　  ☎043-284-6107 研修会

避難所運営委員会の育成 災害時には、避難所運営委員会が避難者のス
ムーズな受入と安全を確保します。

区民の皆様の自主的な取組みを支援します。

緑区健康フェア

緑区健康フェア 生活習慣病予防普及啓発キャラクター「あー
ちゃん」「きーちゃん」「ぴーちゃん」と健
康づくりをしましょう。

認知症サポーター養成講座

認知症キッズサポーター養成

地域防犯活動に取り組んでいる団体に対し、防犯講
習会の実施や防犯ステッカーなどの配布を行います。
■取組み内容
●防犯効果がある防犯ステッカーなどを配布
●地域と行政が連携して防犯パトロールを実施

■関連情報
●中央区の防犯パトロール隊数　１７１団体
●平成27年（1月～ 12月）の中央区内の犯罪発生件数
　▲292件（前年同期比）
〈担当課〉中央区役所 地域振興課 くらし安心室
　　　　  ☎043-221-2169 ご近所防犯

運動イベント
「わくわくヘルスアップ花見川」

ご近所防犯 地域で防犯パトロール隊を結成し「自分たちのまち
は自分で守る！」という意識を持って活動している
団体に支援を行い、犯罪発生の抑制を図ります。

糖尿病の予防、適切な生活習慣についての普及啓発を
実施します。
■取組み内容
●糖尿病発症と重症化の予防のための講習会等の企画・実施。
●市内大学の研究室等と連携し、プロジェクトについての効
果検証を行い、より効果的な普及啓発を実施する。

〈担当課〉花見川保健福祉センター　健康課
　　　　  ☎043-275-6296

花見川糖尿病０プロジェクト

………………………………………

………………………………………

………………………………………

…………………………………………

……………………………………………

………………………………………

………………………………………

ゼロ

ラジオ体操による新たな一体感ができる
まちづくりを応援します。

地域社会の一員である子どもたちが認知症を理
解し、高齢者の方々が住み慣れた地域で安心して
暮らし続けることができるように、応援します。認知症の理解と高齢者の見守り支援のため、区内の中学生及び

小学校５・６年生を対象に、認知症サポーター養成講座を開催し
ます。

■取組み内容
●区内の小中学校において、認知症やその対応方法について
DVD・テキスト・寸劇等を用いた学習会を開催します。

●通報・相談できる窓口を周知します。

■関連情報
受講した生徒には、認知症サポーターの証であるオレンジリン
グと困っている高齢者を助けるための区相談窓口・あんしんケ
アセンター・警察等の通報先を明記した「認定証」を交付します。
〈担当課〉美浜保健福祉センター　高齢障害支援課
　　　　  ☎043-270-3505

区民の皆様の生活習慣病予防や介護予防を区全体での取り組み
に発展させるため「緑区健康フェア」を開催します。
■取組み内容
●「みどりく みなおし」のキャラクターにちなんだ料理レシピコンクールの表彰
●健康に関する講演会
●健康度測定（血圧測定、骨密度測定、脳年齢測定、体組成計、口臭測定）
●８０２０表彰者紹介
●ちばしいきいき体操の体験
●健康づくりの発信地として健康づくり応援店の発表

■関連情報
健康フェアでは、自分の体を知るための各種測定コーナーや「運動」「食事」
「口腔」の面から健康づくりのポイントを提案いたします。また、生活習慣病予
防普及啓発キャラクター「あーちゃん」「きーちゃん」「ぴーちゃん」にちなんだ
料理レシピコンクールの表彰など、健康づくりを実践している区民の皆様の
ご紹介も行います。

ココに注目！

ココに注目！

ココに注目！

ココに注目！

ココに
注目！

ココに
注目！

ココに注目！
糖尿病は血糖値が高くなる病気で、過食、肥満、運動不足など
が誘因で発症します。糖尿病の予防のため、学童を持つ保護者
等に啓発するため小学校と連携するとともに、医療機関や市内
大学の研究室等と協働により様々な事業に取り組んでいきます。

〈担当課〉緑保健福祉センター　健康課
　　　　  ☎043-292-2630

親子の交流の場づくり（中央） ベイタウン子ども円卓会議（美浜）
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